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会社概要
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項目 説明
会社名 株式会社Udzuki
所在地 東京都千代田区九段南1丁目5番6号りそな九段ビル5F・KSフロア
代表者 前澤 悠太 Ph.D. (情報理工学)(東京大学)
設立日 2018年4月
事業内容 ソフトウェア工学分野の学術研究をベースに

ü テスト自動化・自動プログラム修正に関する研究開発
ü Webアプリケーション開発・クラウド導入（インフラ～UI/UX）
ü 統計解析・機械学習プログラム実装
ü 技術指導・講演

特徴 ü 世界最先端のソフトウェアテスト・デバッグ技術を保有
ü 情報理工学（コンピュータ科学）に関するハイレベルな知識
ü 0/1の着想から実装・テスト・公開までSW開発全行程を網羅

社名の由来：SW開発者が創造的な活動に注力できる世界の実現に向けて
自動プログラム修正（Automated Program Repair）を最善策と見定め
その頭文字APR→Aprilの略→四月（旧名：卯月）→Udzukiと連想し命名



研究開発体制
情報理工学に関するハイレベルな学術研究・ソフトウェア開発技術

経験豊富なバックアップ陣
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研究 開発

コンサル

代表 前澤悠太
博士 (情報理工学)(東京大学)

営業相談役 岡村俊二 相談役 末永俊一郎

フルタイム・パートタイム
エンジニア数名
e.g., WillBooster社代表・坂本一憲



Mission-Vision-Value

• 「事故前提社会」への対応力強化†

– ソフトウェア障害発生を前提➔迅速かつ適切な保守が重要
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ソフトウェアテスト・デバッグの自動化により
開発者が創造的な仕事に集中できる社会の実現を目指す

† 内閣サイバーセキュリティセンター，“第2次情報セキュリティ基本計画”，69 pages，2009
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芸術的活動としてのソフトウェア開発



ビジネスモデル
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学術研究
（ソフトウェア工学）

適用対象

例：Web

技術開発

例：統計解析 ドメイン知識
の獲得

ドメイン知識
の獲得

プロダクト

受託開発最先端技術の適用

利用技術

学術研究の成果としてプロダクト開発➔最先端技術を世界に適用
学術研究を通して獲得したドメイン知識➔世界の既存課題を解決



事例紹介 –受託開発
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事例紹介 – Webアプリ開発・クラウド導入
企画・ディレクション～実装・テスト（全開発行程を網羅）
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ご相談から３週間で納品

フルスクラッチ開発

SSL・レスポンシブ等
モダンな設計にも対応

デモサイト構築



事例紹介 –機械学習システム構築
数学的背景知識の解釈・適用可能技術の選定
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クラウド（オンプレ）
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フルスクラッチで開発



事例紹介 –テスト自動化
テスト要件分析・設計・実装・CI／CD
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（ハイレベルな専門的知識†に基づき実施）

† Udzuki代表・前澤はソフトウェアテストに関して博士号 (情報理工学)(東京大学) を取得

自動化テストの実装・保守を担当

回帰テストで
工数削減



事例紹介 –テスト設計支援
• 大規模な既存システム（国際基準）
をカスタマイズして実装

• 要求される機能は
ドメイン知識により把握可能

• ソフトウェアテストに関する
専門知識の不足
– 外部に説明できるテスト設計
– 効果的・効率的なテスト設計

• テストコンサルを依頼
– 既存システム・カスタマイズ部分を精査
– 基礎的なソフトウェアテスト技術の適用

• テスト手法選択（状態遷移テスト）やカバレッジ選択（C0/C1/C2）etc.
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研究データ管理システム

Webサービス

マイクロサービス

ミドルウェア

Sample

各層10個弱のコンポーネントで構成



事例紹介 – LA基盤構築
• 多様な学習管理システム（LMS）で生じる
学習データを標準化・一元管理・分析する基盤
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国立情報学研究所でDocker版を公開
cf. https://rcos.nii.ac.jp/news/2019/06/20190607-0/
cf. https://github.com/RCOSDP/LAaaS-docker

https://rcos.nii.ac.jp/news/2019/06/20190607-0/
https://github.com/RCOSDP/LAaaS-docker


プロダクト
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自動プログラム修正
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• Generate-and-Validate Technique（生成・検証手法）

†  M. Monperrus, “Automatic Software Repair: a Bibliography”, ACM Computing Survey, 2017

Given a program and its test suite with at least one failing test case,
create a patch that makes the whole test suite passing. †
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プロダクト：RevAjaxMutator
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学術研究・プロダクト開発の背景
• 研究資金（抜粋）
– 前澤PI：JSPS科研費（若手B）
– 前澤PI：JSPS科研費（研スタ）

• 研究体制
– 連携大学院生

• 東京大学
大学院情報理工学系研究科

– 研究生・インターン
• 株式会社日立製作所
• University College London（英国）
• INESC-ID, Lisbon（ポルトガル）
• University of Kent（英国）
• Paul Sabatier University（フランス）
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※ 2017年度まで



貴社との連携（協業）
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• 貴社のメリット
–既存技術では解決できない課題に対して
専門的・先端的な視点から解決策を模索できる
（※ 社内・お客様側にご提案可能）

• 弊社のメリット
–安定的 and/or 保有技術を活用できる
商流を獲得できる

連携（協業）の可能性について議論させていただき
関連部署をご紹介いただければ幸いです



テスト自動化のメリット（概算）1/3
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• 手動テスト
– 実行：Rman

– 保守：Mman

• 自動テスト
– 初期実装：Iauto

– 実行：Rauto

– 保守：Mauto

Iauto＜ Rman × Nregが見込める場合は自動化を検討

参考

リグレッション回数＝Nreg

総工数
(Mman + Rman) × Nreg

Iauto + 
(Mauto + Rauto) × Nreg

ペイできる
ポイント

Iauto

回収できるか？

例えば、
・自動テストの初期実装（Iauto）に「４人月（４人チームで１月）」を要する見込み
・現在、１回の手動テスト（Rman）に「０．５人月（２人週・２人で１週間）」を要している
・リグレッション（Nreg）を８回以上「（４半期アップデートを２年継続）」する計画の場合
テスト自動化を検討するとよい



テスト自動化のメリット（概算）2/3
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• ペイできるポイントの計算
– 総工数（手動テスト

＝総工数（自動テスト）

– ここで、下記２点を仮定
• 手動も自動も保守（データ更新等）コストは同程度

• 手動に比べて自動は実行コストが十分小さい

– すると、

属人性の排除・早期発見による欠陥修正コストの削減等も見込める

参考

反面、テスト技術の習得・人によるエラー発見も要考慮



テスト自動化のメリット（概算）3/3
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• テストに早く着手せよ

障害発見が遅れるほど欠陥修正コストがかかる
ISTQB Certification News 2015 Issue #1 (Figure 3), https://www.astqb.org/press-room/ISTQB_Certification_News_2015_1.html

参考

欠
陥
修
正
の
相
対
コ
ス
ト

要件定義 設計 実装 単体テスト システム
テスト

受入テストリリース後

×１ ×５ ×１０
×２０

×４０
×５０

×１５０＋

https://www.astqb.org/press-room/ISTQB_Certification_News_2015_1.html

